
 
 

 

 

厚生労働省では、毎年11月を「過労死等防止啓発月間」と定め、過労死等をなくすために「過重労働解消キ

ャンペーン」を実施しています。同キャンペーンの取組の一環として、この度、島根労働局長（宮口真二）が、

「ベストプラクティス企業」（長時間労働削減等に積極的に取り組む企業）との意見交換を行いました。 

ベストプラクティス企業とは、地域の中で長時間労働削減等に積極的に取り組んでいる企業で、平成 28 年

（2016年）から取組を開始しており、島根県内では毎年、企業１社を選定しています。 

今年度は、自動車運転業務における時間外労働上限規制及び改正された「自動車運転者の労働時間等の改善の

ための基準」が令和６年４月から適用が開始されることから、島根運輸支局長との合同により、貨物自動車運送

事業を営む山陰福山通運株式会社と、同社の取引先（荷主企業）である積水成型工業株式会社出雲工場の２社を

ベストプラクティス企業に選定し、労働時間短縮や企業間の連携などにおける取組内容を伺いました。 

○意見交換実施日：令和５年１１月２９日（水） 

○意見交換参加者：厚生労働省島根労働局 宮口局長、国土交通省中国運輸局島根運輸支局 坂井支局長 

山陰福山通運株式会社 窪田取締役営業部長、積水成型工業株式会社 中村出雲工場長 他 

 

 

 

 

 

 

○意見交換当日の状況 

意見交換当日は、山陰福山通運株式会社の窪田取締役営業部長、積水成型工業株式会社の中村出雲工場長に

それぞれご対応いただき、会社の取組状況についてお話を伺いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ベストプラクティス企業との意見交換の様子）    手前側の一番右が宮口島根労働局長 

奥：左から２人目が積水成型工業(株)中村出雲工場長 

奥：左から３人目が山陰福山通運(株)窪田取締役営業部長 

＜山陰福山通運株式会社＞ 

・所 在 地 松江市東津田町1247 

 

・代 表 者 代表取締役 八田 弘明 

・設 立 1950年 

・事業内容 貨物自動車運送事業 

・従業員数 約 630名 

＜積水成型工業株式会社 出雲工場＞ 

・所 在 地 出雲市斐川町直江4002-2 

（本 社 大阪市北区中之島3-3-23） 

・代 表 者 工場長 中村 真 

・設 立 1963年 

・事業内容 プラスチック製品製造業 

・従業員数 約 60名 



○両企業の主な取組内容等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜山陰福山通運株式会社＞ 

◆車両の大型化による輸送量確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・福山通運グループでは、上限規制・拘束時間の観点を踏まえ、

輸送効率化を図るため、低床増トン車への切替、セミトレーラ

ー導入を順次実施。（山陰福山通運では大型車両 160 台中約

86％を低床増トン車に切替、セミトレーラー８台導入済） 

・また、オートフロア車両を導入し、ドライバーの荷積み・荷卸

し作業の負担軽減並びに時間短縮を図っている。 

◆ブロックトレイン 福山レールエクスプレス 

 

・福山通運グループでは、輸送モード改革の取組として、ドライ

バー不足や労働時間等労務問題への対応の観点から、2013年

３月から運航開始。（山陰福山通運はコンテナ２個を毎日輸送） 

◆デジタルトランスフォーメーション戦略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・福山通運グループでは、全国 61 拠点に、集荷を終えた荷物

の自動仕分け機を導入することにより、作業負担の軽減及び

迅速かつ正確な仕分け作業の円滑化を図っている。 

・主要集約拠点には重量容積の自動計測器を設置し、ドライバー

の計測作業の負担減少並びに正確な運賃計上が可能となった。 

＜積水成型工業株式会社 出雲工場＞ 

◆荷に関する情報の山陰福山通運㈱への事前提供 

   
・製品出荷データを、運送事業者（山陰福山通運㈱）に対して事

前に提供することで、運送事業者にとって集荷前に伝票と荷札

の作成が可能となり、荷積み作業の効率化を図ることにつなが

り、集荷待機時間について月当たり10時間の短縮を実現。 

 

◆荷に関する管理システムの導入 

   

   
・運送事業者（山陰福山通運㈱）の提案を受けて、新たな伝票作

成システム（istar-2）を導入したことにより、プリンターをド

ット式からレーザー式に変更し印刷時間を短縮。また、送り状

情報登録も荷札と一体型のものに変更したことで、別々に作成

する必要がなくなり作業時間を短縮。その結果、送り状発行と

情報登録時間を月当たり17時間の短縮を実現。 

・また、上記システムの導入により、荷物の配送状況について、

１件ずつ確認する方法から、一覧で配送状況を確認する方法へ

変更したことで、荷の配送に関する問い合わせ時間について月

当たり3.3 時間の短縮を実現。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○意見交換を終えて島根労働局・宮口局長のコメント 

宮口局長からは、「トラックドライバーの働き方見直しに向けて、運送事

業者と荷主との連携は不可欠。先進的な企業間連携の事例をお聞きしたの

で、業界の現状も含め、広く県内に広めていきたい。」と話しました。 

また、山陰福山通運株式会社の窪田取締役営業部長からは、「積水成型工

業のように、荷物が集中しない時間帯を決めていただき、その時間帯に

我々が行けば、すぐに積めるとしていただけると楽になる。」、積水成型工

業株式会社の中村出雲工場長からは、「輸送品質クレームが非常に減った

ことで顧客満足に繋がると同時に、相互効率化していく事が企業業績にも

繋がってくると思うので、引き続きやっていく。」などのコメントが出さ 

れました。 

島根労働局では引き続き、県内企業の過重労働解消に向けた取組を推進していきます。ぜひ、県内の運送事業に

従事する皆様、そして、発着荷主や元請運送事業者の皆様も、本取組事例を参考にしていただき、トラックドライ

バーの働き方改革の実現に向けて取組を推進していただきますよう、ご理解・ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

＜積水成型工業株式会社 出雲工場＞ 

◆出荷に合わせた生産・荷造りの改善 

   
・同一顧客からの注文が複数回あったことを受けて、注文ごとに

小口出荷していたが、新たにパレット単位での生産・まとめ出

荷を行うことにより、輸送効率が20％アップした。 

◆運送業者との定期的な打ち合わせ 

   
・2010 年以降、毎月、山陰福山通運㈱との間で「輸送品質会

議」を開催し、トラックの工場出発時間の遵守やパレットサイ

ズの改善、顧客クレーム内容の共有と是正や輸送事故対応など

についての意見交換・情報共有を図っており、顧客からの輸送

クレームも 2012 年比で９割減少し、併せて作業工数が月当

たり30.3 時間削減でき、輸送効率も20％アップした。 

（左から、島根労働局・宮口局長、積水成型工業㈱・中村出雲工場長、 

山陰福山通運㈱・窪田取締役営業部長、島根運輸支局・坂井支局長） 

 

＜山陰福山通運株式会社＞ 

◆今後の課題（2024年問題への対応） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・山陰地方にはレールエクスプレス便もフェリー便もないため、

トラック中心を余儀なくされており、ドラックドライバー（特

に大型）の確保が最も重要であり、かつ、トラックドライバー

の賃金も、年間平準化かつ荷役分離の体系とする必要がある。 

・2024 年に向けては、長距離運行のドライバーについて、令和

５年10月現在で８％弱が年間960時間超となっており、来

年４月までにクリアすべき課題となっている。 

・なお、積水成型工業㈱には、荷の集荷に当たり、年、月、日を

全て通じて、出荷量の平準化してもらっていることから、急な

ドライバーの手配等の必要性がなく非常にありがたい。 

（参考情報）①適用猶予業種の時間外労働の上限規制 特設サイト「はたらきかたススメ」 
https://hatarakikatasusume.mhlw.go.jp/ 

②自動車運転者の長時間労働改善に向けたポータルサイト 
https://driver-roudou-jikan.mhlw.go.jp/ 

③リーフレット「STOP! 長時間の荷待ち」 
https://www.mhlw.go.jp/content/11202000/001153958.pdf ②はこちら👆 ①はこちら👆 ③はこちら👆 

https://hatarakikatasusume.mhlw.go.jp/
https://driver-roudou-jikan.mhlw.go.jp/
https://www.mhlw.go.jp/content/11202000/001153958.pdf

